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以上、本条の解釈上問題になる点を幾つか挙げ、そして、それらが問題になる基本的理由を検討してみた。これ
を要約すれば、ある場合は、法が明確な定義づけを行っていないために、またある場合には、規定の立法趣旨が明
確
で
な
い
た
め
に
、
あ
る
い
は
法
の
適
用
さ
る
べ
き
実
態
が
複
雑
な
た
め
に
、
複
数
の
解
釈
の
余
地
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
このような解釈論上の困難さは、本件申請における審議において労使各代表がそれぞれの政策的立場を混入させる
ことによっていよいよその統一的解釈の成立を困難にしたように思われるのである。
最低賃金審議会における審議において最後まで問題となったのはＢ初任給に関する協定が「賃金の最低額に関す
る定め」といえるか、目申請額以上を規定する協約が「賃金の最低額について実質的に内容を同じくする定めを含
む二以上の労働協約」といえるか、および目申請額以上の最低賃金を定める協約があってその当事者労組が申請に
合意していない場合全部の合意による申請があったといえるか、という三点であった。
最
低
賃
金
法
第
一
一
条
に
つ
い
て
二
九
三
備っているにもかかわらず決定がなされないことはもとより、これに籍口して不当に決定を引のばすようなことが
あれば、その基礎となる労働協約の変動という事情からいっても不当な態度というべきであろう。
（
１
）
こ
の
問
題
は
特
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
使
用
者
か
ら
の
異
議
申
立
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
。
審
議
会
は
「
将
来
具
体
的
に
こ
の
種
の
問
題が生じた場合において十分に検討する」旨の確認をすることによって今回の申謂については終始符をうった。
（
２
）
本
条
に
よ
る
最
低
賃
金
決
定
の
申
請
は
労
組
法
第
一
八
条
に
よ
る
労
働
委
員
会
の
申
立
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
両
者
の
手
続
を
調
整
す
る
た
め
昭
和
三
四
年
の
労
組
法
改
正
で
同
一
八
条
を
改
正
し
、
申
立
が
本
条
に
規
定
す
る
協
約
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
時
は
賃
金
部
分
に
つ
いて最賃審議会の意見を聞くことにした。（同四項）
四
、
要
約
最
低
賃
金
法
第
一
一
条
に
つ
い
て
二九四
これらの点について、、筆者は本条の基本的趣旨が最低賃金を定めた労働協約に基づく地域的最低賃金の決定にあ
る以上、何よりも申請の基礎となるべき労働協約の規定に照し、とくにこれを締結し、さらにその拡張適用を企図
（１） 
する組合の意思いかんという立場から判断すべきだと考塗えるのであるが、とも角、今回の申請についてみれば、申
請の基礎となった協約の当事者間に必ずしも明確な解釈基準が存在せず、かつ、関係組合間においても組織上の問
題とからんではっきりした意思統一がなされていないなど、申請組合として申請の体制作りに配慮の欠けるところ
があり、それが審議会における審議を徒らに紛糾させたことは否定できない。また使用者側においても審議会ない
し小委員会での主張が、法律解釈論としてなされているのか（既述の通り正論とみるべきものがかなり含まれてい
る）、それとも法律論に籍口して実は本条による最低賃金決定の阻止をはかっているのか理解に苦しむ点がかなり
あったことも事実である。本問題審議の最終段階において、初任給協定が実質上最低質金の協定であること、申請
、
、
、
に合意していない組合も申請による最賃制が実施されることに異議のない》」とがそれぞれの当事者間で政治的に解
、
、
決される一」とによって以上の問題点がとも角克服されて「決定」に漕ぎつけたという事情は、今回の●申請をめぐる
真の論争点が法律論議以前の性格のものであったことを物語るものといえよう。しかし、論議をこのような方向に
走
ら
せ
た
の
も
要
す
る
に
、
本
条
が
業
者
間
協
定
を
主
柱
と
す
る
最
賃
法
の
い
わ
ば
附
随
的
条
項
と
し
て
立
法
と
し
て
の
明
確
さ
を
欠
いたところにその主たる原因があるとすれば、今後の申請に備えて立法の再検討が望まれるところである。
（１）申請組合として最も考慮を要することは、申請事項たる「適用を受けるべき労働者の範囲」（則八条一項一つの決定であ
、
、
、
、
、
る
。
と
い
う
の
は
組
合
と
し
て
拡
張
適
用
を
受
く
ぺ
き
労
働
者
の
範
囲
を
指
示
す
る
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
そ
の
労
働
者
と
こ
れ
を
使
用
ま
る使用者が「大部分」の比率に達しているかどうかの判定を受けることを意味するからである。即ち拡張適用の範囲を拡げ
れば拡げる程「大部分」の比率に達することが困難になるという点に留意しなければならない。
